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●日本年金機構の設立について
●健康保険証の切替えにご協力いただきありがとうございました
●「年金セミナー」を開催しました
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社会保険いばらき・2

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
一
名
）

西　

村　

初　

枝　
　

西
村
パ
ン
㈲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
戸
市
）

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
（
四
名
）

大
久
保　

紀　

夫　
　

㈱
ア
イ
管
理　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
戸
市
）

木　

村　
　
　

均　
　

柿
沼
商
事
㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

井　

上　
　
　

昇　
　

佐
々
木
興
業
㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
立
市
）

新　

妻　

俊　

彦　
　

㈱
ミ
ナ
カ
ワ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
立
市
）

茨
城
社
会
保
険
事
務
局
長
感
謝
状
（
十
四
名
）

金　

沢　

恵　

子　
　

水
戸
中
央
水
産
協
同
組
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
戸
市
）

藤　

田　

誠　

寿　
　

茨
城
ビ
ル
代
行
㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
戸
市
）

仁
井
田　
　
　

修　
　

常
陽
銀
行
健
康
保
険
組
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
戸
市
）

友　

常　

え
み
子　
　

タ
カ
ラ
㈱
笠
間
工
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
笠
間
市
）

箕　

輪　

直　

子　
　

鹿
島
空
調
㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
嶋
市
）

片　

岡　
　
　

強　
　

高
橋
建
設
㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
行
方
市
）

　

茨
城
社
会
保
険
事
務
局
、
茨
城
県
社
会
保
険
委
員
会

連
合
会
は
、
去
る
10
月
21
日
（
水
）
茨
城
県
立
県
民
文

化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
42
回
茨
城
県
社

会
保
険
委
員
大
会
を
２
８
７
名
の
社
会
保
険
委
員
の
参

加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
茨
城
社
会
保
険
事
務
局
の
竹
内
局
長
、
茨

城
県
社
会
保
険
委
員
会
連
合
会
の
大
久
保
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
㈶
茨
城
県
社
会
保
険
協
会
の
寺
門
会
長
、
全

国
健
康
保
険
協
会
茨
城
支
部
の
德
宿
支
部
長
よ
り
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
表
彰
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
保
険

委
員
と
し
て
の
功
労
の
あ
っ
た
社
会
保
険
委
員
及
び
厚

生
年
金
保
険
事
業
の
功
労
事
業
主
に
対
し
、
厚
生
労
働

大
臣
及
び
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
の
伝
達
と
茨
城
社
会

保
険
事
務
局
長
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

社
会
保
険
委
員
功
労
者
表
彰

保険委員大会



3・社会保険いばらき

北　

島　

正　

巳　
　

㈱
関
東
つ
く
ば
銀
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
浦
市
）

柳　

町　

啓　

子　
　

㈱
日
高
製
作
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
敷
市
）

赤　

津　

多
美
子　
　

富
士
協
和
工
業
㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
く
ば
市
）

落　

合　

和　

好　
　

金
澤
工
業
㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
河
市
）

茂　

呂　

美
代
子　
　

ア
イ
オ
ン
㈱
関
東
工
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
河
市
）

清　

水　

信　

孝　
　

Ｎ
Ｃ
東
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱　
　
　
　
　
（
筑
西
市
）

白　

土　

菊　

臣　
　

東
日
本
日
立
物
流
サ
ー
ビ
ス
㈱　
　
　
　
　
　
　
（
日
立
市
）

佐　

藤　

俊　

枝　
　

㈱
サ
ン
メ
ッ
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
立
市
）

し
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
西
村
初
枝
様
（
西
村
パ

ン
有
限
会
社
）
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
水
戸
南
社
会
保
険
委
員
会
の
冨
岡
会

長
か
ら
、
平
成
20
年
度
の
社
会
保
険
委
員
会
連
合
会
活

動
状
況
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
日
立
社
会
保
険
委
員

会
の
峯
嶋
モ
ト
子
委
員
よ
り
社
会
保
険
委
員
体
験
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
部
で
は
、
元
茨
城
県
立
水
戸
第
一
高
等
学
校
校

長
で
現
在
、
年
金
教
育
推
進
員
と
し
て
活
躍
を
さ
れ
て

い
ま
す
大
貫
力
氏
を
招
き
「
若
年
者
に
対
す
る
年
金
教

育
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
い
た
後
、

茨
城
社
会
保
険
事
務
局
運
営
課
坂
場
課
長
補
佐
よ
り

「
年
金
記
録
の
確
認
と
現
状
」に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

大
会
は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
大
会
に
お
い
て
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
（
五
名
）

日
本
ジ
フ
ィ
ー
食
品
㈱
水
戸
工
場　

工
場
長　
　
　
　
　

佐　

藤　

欣　

則　
（
常
陸
大
宮
市
）

社
団
法
人　

茨
城
県
医
師
会　
　
　

会
長　
　
　
　
　
　

原　

中　

勝　

征　
（
水
戸
市
）

辰
三
産
業
㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　
　
　

岡　

野　

良　

男　
（
土
浦
市
）

医
療
法
人
鴻
仁
会　

上
の
原
病
院　

理
事
長　
　
　
　
　

小
松
嵜　
　
　

薫　
（
桜
川
市
）

中
山
商
事
㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

中　

山　

修　

一　
（
日
立
市
）

厚
生
年
金
保
険
事
業
功
労
事
業
主

茨城県社会　　
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お問い合わせは、お近くの社会保険事務所へ

◆各種届書・申請書、請求書等に係る受付・審査・入力・決定
　（年金事務所での即時処理が必要なものを除く）
◆各種通知書・告知書等の作成・送付（交付）
◆各種届書・申請書、請求書等の編綴・保管
◆特別障害給付金、老齢福祉年金に関する処理
◆死亡・特別・脱退一時金に関する処理
◆年金記録確認地方第三者委員会への進達（進達前審査を含む）
◆委託業務の業務内容の現地的管理・監視
◆コンピュータ記録と紙台帳との記録の突合せ

管理・厚生年金適用グループ

国民年金グループ

年金給付グループ

記録審査グループ

センター長

●対面を要しない届書等の審査・入力・決裁業務等を集約し、年金事務所の機能を対人業務に集中させ、
　効率的・効果的な業務運営を図ります。
《標準的な事務センターの組織》

●機構設立に合わせ、年金事務所の課室名は基本的に全国統一を図ります。
《標準的な年金事務所の組織》

事務センターの内部組織

年金事務所の内部組織

◆事業所指導、事業所調査
◆未適用事業所の職権適用
◆本部・ブロック本部との連絡調整
◆所内の庶務（小額調達案件の調達契約事務含む）

◆厚生年金保険料等の納付督励
◆滞納保険料に対する滞納処分

◆所得に応じた収納対策
◆未納保険料の強制徴収
◆市町村との連携

◆年金記録問題対応の事実調査確認等

◆来訪相談　◆出張相談　◆電話相談

厚生年金適用調査課

厚生年金徴収課

国民年金課

年金記録課

お客様相談室

所　長 副所長

　日本年金機構は、公的年金業務の適正な運営と国民の信頼の
確保を図るため、社会保険庁を廃止し、公的年金業務の運営を
行う民間法人として設立されます。

日本年金機構の設立について
にっぽん

平成22年1月から

スタート

　社会保険事業の運営につきましては、日頃よ
り多大なるご協力をいただき、誠にありがとう
ございます。
　さて、皆様の信頼に応え、一層のサービス向
上の実現を目指し、社会保険庁は「日本年金機

構」として生まれ変わり、社会保険事務所は
「年金事務所」となります。
　これまでの皆様方のご協力にお礼申し上げま
すとともに、今後とも年金制度の信頼回復に向
け、職員一同、気持ちを新たに出直しますの
で、皆様方におかれましては、引き続きご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

茨城社会保険事務局長　竹内　孝志

事業主の皆様へ

社会保険いばらき・4



　75歳以上の高齢者の方の医療費は、公費、本人負担によるほか、４割が協会けんぽ、健保組合、国民健康保険等の医療保険
制度からの拠出金で賄われています。こうした協会けんぽなどからの拠出金（皆さまが納められた保険料によるものです。）
は、各々の制度の加入者（被保険者や被扶養者）の人数に応じて算出されます。
　そのため、上記Ｑ＆Ａによる被扶養者（異動）届の届出を行っていないと、その被扶養者分についても協会けんぽの負
担額に追加され、保険料の負担も増えることになります。
　すみやかな届出にご協力をお願いします。

※詳しくは協会けんぽホームページ（http://www.kyoukaikenpo.or.jp/）をご覧ください。

　「あて所不明」、「保管期間経過」のため、お送りした新しい健康保険証が協会支部に戻ってきている場合があります。新しい
水色の健康保険証が届いていない事業主様におかれましては、お手数ですが、協会けんぽ茨城支部あてにご連絡ください。

　協会けんぽでは、平成21年６月から９月にかけて、事業主様のご理解、
ご協力により、全国一斉に新しい健康保険証（水色）への切替えを行うこ
とができました。

茨城支部では“元気な職場づくり”を応援します。詳しくは、茨城支部ホームページをご覧ください。

全国健康保険協会　茨城支部　健康保険給付サービスグループ

〒310-8502 水戸市南町3-4-57 水戸セントラルビル
TEL 029-303-1582（直通）
　　029-303-1500（代表）

協会けんぽ

ご存知ですか？！ 皆さまが納められている保険料で、高齢者の医療費を支えています。

　従業員のお子さんが健康保険の被扶養者となっていたが、すでに就職しているため勤務先で健康保険証が交付さ
れています。どうしたら良いでしょうか？

　就職等により勤務先で健康保険に加入された場合は、協会けんぽにおける被扶養者でなくなるため、健康保険証
の返却と「健康保険被扶養者（異動）届」の提出※が必要となります。

※就職した場合や一定の収入を超えた場合など、健康保険の被扶養者の条件に該当しなくなったときは、「健康保険被扶養者
（異動）届」に健康保険証を添付のうえ、管轄の社会保険事務所にお届けください。（被扶養者の届出に関することは、社会
保険事務所へお尋ねください。）

被扶養者でなくなった方の
届出もれはありませんか？！ 健康保険証切替えにあたり、次のようなご質問が多く寄せられました。

協会けんぽからのお知らせ

被扶養者でなくなった方についての届出をお願いします。

新しい健康保険証が届いていない事業主様はいらっしゃいませんか？

〉〉〉 お手持ちの健康保険証は水色ですか？

健康保険証の切替えにご協力いただき
ありがとうございました
健康保険証の切替えにご協力いただき
ありがとうございました
健康保険証の切替えにご協力いただき
ありがとうございました

Q

A

事業主の皆さまへ
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一
月
の

年
金
相
談
所
開
設

◎
水
戸
北
年
金
事
務
所

　
　

六
日
㈬　

常
陸
太
田
市
役
所

　

十
九
日
㈫　

大
子
町
役
場

◎
水
戸
南
年
金
事
務
所

年
金
事
務
所
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

十
三
日
㈬　
鹿
嶋
市
商
工
会
本
所

二
十
二
日
㈮　
神
栖
市
商
工
会
波
崎
支
所

◎
土
浦
年
金
事
務
所

　
　

八
日
㈮　

石
岡
商
工
会
議
所

　

十
四
日
㈭　

取
手
市
商
工
会

　

十
五
日
㈮　

龍
ヶ
崎
市
商
工
会

◎
下
館
年
金
事
務
所

年
金
事
務
所
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
古
河
の
み
）

　

二
十
日
㈬　

古
河
商
工
会
議
所

二
十
一
日
㈭　

常
総
市
商
工
会

◎
日
立
年
金
事
務
所

　

十
二
日
㈫　
高
萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間
は
、
午
前
十
時

　

か
ら
午
後
二
時
ま
で
で
す
。

　

茨
城
県
社
会
保
険
協
会
で
は
、
平
成
21
年
11
月

６
日
及
び
13
日
の
２
日
間
、「
土
浦
市
国
民
宿
舎
水

郷
」「
茨
城
県
立
青
少
年
会
館
」
に
お
い
て
、
会
員

事
業
所
の
被
保
険
者
及
び
そ
の
配
偶
者
１
８
３
名

（
土
浦
会
場
95
名
、
水
戸
会
場
88
名
）
の
参
加
を

頂
き
「
年
金
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

こ
の
「
年
金
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
会
員
事
業
所
に

勤
務
さ
れ
退
職
を
間
近
に
控
え
た
58
歳
以
上
の
被

保
険
者
及
び
そ
の
配
偶
者
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
退

職
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
必
要
な
情
報
を
提
供

し
、
退
職
後
の
生
活
設
計
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
、
社
会
保
険
相
談
事
業
の
一
環
と
し
て
「
年

金
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

年
金
セ
ミ
ナ
ー
は
、

講
師
に
森
本
幸
人
先
生

（
社
会
保
険
労
務
士
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
）
を
迎
え
、

「
年
金
と
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
」
に
つ
い
て
の
講
演

を
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

は
、
年
金
・
医
療
・
退
職
後
の
生
き
が
い
等
、
講

師
の
話
に
最
後
ま
で
聴
き
入
り
熱
心
に
メ
モ
を
取

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
年
金
セ
ミ
ナ
ー
」
は
各
会
場
と
も
１

０
０
名
の
予
定
定
員
を
超
え
る
ご
応
募
を
頂
き
ま

し
た
。

　

今
回
、
定
員

の
都
合
上
参
加

で
き
な
か
っ
た

会
員
事
業
所
の

皆
さ
ま
も
お
り

平
成
22
年
２
月

に
再
度
「
年
金

セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
生
き

が
い
を
持
っ
た

豊
か
な
生
活
を

送
る
た
め
に
も

是
非
ご
参
加
下

さ
い
。

「年金セミナー」を開催しました「年金セミナー」を開催しました「年金セミナー」を開催しました

水戸会場

土浦会場

年金事務所における平成22年1月の夜間・土曜日の
年金相談窓ロ開設は未定です

社会保険いばらき・6


